
東北地方整備局 山形河川国道事務所

資料３

国および山形県における治水対策の取組状況について



村 山 市 大 久 保 遊 水 地 上 空 ( 令 和 2 年 7 月 2 9 日 撮 影 )

最上川流域治水協議会

最上川中流･上流
緊急治水対策プロジェクト

令和2年7月豪雨を踏まえた

令和3年1月29日策定

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
（ハード対策）
・河道掘削、堤防整備、分水路整備、
遊水地改良、災害復旧 等

全体事業費 約６５６億円
事業期間 令和２年度～令和１１年度

■氾濫対象を減少させるための対策
（流域における対策）
・土地利用規制（災害危険区域等）
・雪対策と連携した住宅の高床化への支援等

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
（ソフト施策）
・マイタイムラインの普及促進
・まるごとまちごとハザードマップの促進等

令和2年7月豪雨により甚大な被害が発生した事

を踏まえ、被災した箇所で、様々な対策を集中的
に

実施することにより、令和2年7月豪雨と同規模の

洪水に対して、最上川からの氾濫を防止し、流域に

おける浸水被害の軽減を図ります。

最上川中流・上流 緊急治水対策プロジェクトの概要
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戸沢村

新庄市

舟形町

尾花沢市

大石田町

大蔵村

村山市

東根市

河北町

天童市
山形市

中山町

寒河江市
大江町

堤防整備

河道掘削

堤防整備

分水路整備

堤防整備

河道掘削

遊水地改良 堤防整備

堤防整備

河道掘削

堤防整備

河道掘削

河川大規模災害関連事業

P
4

河川大規模災害関連事業
事 業 内 容 ：河道掘削 約90万m3 , 堤防整備 約8km

遊水地改良 1箇所 , 分水路整備 1箇所
令和２年度 ～ 令和１1年度事 業 期 間 ：

災 害 復 旧
事 業 内 容 ： 漏水対策 14箇所 , 護岸工 11箇所
事 業 期 間 ： 令和２年度 ～ 令和３年度

※河川大規模災害関連事業と一体となって実施

改良事業箇所(築堤・掘削等)
大臣管理区間

凡 例
堤防決壊箇所(県管理)
災害復旧工事箇所

令和2年7月豪雨浸水範囲

事業範囲

最上川 白
水
川

出典：最上川中流・上流緊急治水対策プロジェクト

最上川中流・上流 緊急治水対策プロジェクトの概要

(大淀)

(大久保)

(押切)

(溝延)

(百目木)

(白須賀)

(長島)(横山･大石田)
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最上川上流大規模災害関連事業
～令和2年7月豪雨の治水対策～

山形河川国道事務所

※ 現時点の予定であり、今後の事業進捗によって変更となる場合があります。

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度 令和7年度 令和8年度 令和9年度 令和10年度令和11年度

河道掘削

大淀分水路整備

大久保遊水地改良

長島地区堤防整備

押切地区堤防整備

溝延地区堤防整備

百目木地区堤防整備

河道掘削工事

分水路整備

大久保遊水地改良

堤防整備

堤防整備

堤防整備

堤防整備

設計・用地

設計・用地

設計・用地

用地

用地

設計

設計

設計

設計

設計

施工状況

令和5年1月31日時点

～計画に関する問い合わせ～
山形河川国道事務所 工務第一課 TEL：023-688-8929

～工事に関する問い合わせ～
山形河川国道事務所 寒河江出張所 TEL：0237-86-3069

河道掘削
大淀分水路
整備

大久保遊水地
改良

長島地区
堤防整備

押切地区
堤防整備

溝延地区
堤防整備

百目木地区
堤防整備

山形市

東根市

米沢市

長井市

飯豊町

尾花沢市

上山市

高畠町

2

1

3

4

5

6

7

8

9

特殊堤施工状況
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75%

凡 例
大規模災害関連事業

工事着手

工事完了

大淀
分水路整備

長島地区
堤防整備

吉田地区河道掘削工事
新吉田下流地区河道掘削工事
新吉田上流地区河道掘削工事

押切地区
堤防整備

溝延地区
堤防整備

事業箇所

大久保
遊水地改良

河道掘削

左沢地区
河道掘削

河 道 掘 削

調査設計 100%
工事

百目木地区
堤防整備

長 島 地 区 堤 防 整 備

調査設計 100%
工事

大 久 保 遊 水 地 改 良

遊水地
改良区間

大 淀 分 水 路 整 備

分水路整備区間

押 切 地 区 堤 防 整 備

堤防整備区間

最上川

調査設計

用地調査

用地補償 60%

58%

溝 延 地 区 堤 防 整 備

堤防整備区間

R4.7.5

百 目 木 地 区 堤 防 整 備

堤防整備区間

環境調査（鳥類）実施状況

R4.8.1

住民説明会開催状況
令和3年12月26日
令和4年9月12日

住民説明会開催状況
令和3年4月23日、5月18日
令和3年12月9日
令和4年7月5日

現地確認状況

R4.9.21

堤防整備区間

工事 0%

調査設計

用地調査 0%
用地補償 0%

58%

工事 0%

調査設計

用地調査 0%
用地補償 0%

工事 0%

調査設計

用地調査 0%
用地補償 0%

58%

工事 0%

調査設計

用地調査 0%
用地補償 0%

50%

工事 0%

住民説明会開催状況
令和3年5月9日
令和3年12月13日～26日

R3.5.9

R5.1.27

蔵増地区
河道整正工事

長瀞地区
河道掘削工事

谷地上流地区河道掘削工事
谷地下流地区河道掘削工事

75%

R4.9.12

大久保上流地区河道掘削工事
大久保下流地区河道掘削工事

R4.4.27

R4.11.28

R4.4.28

最
上
川
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最
上
小
国
川

60.0k

70.0k

80.0k

90.0k

50.0k

河道掘削
白須賀地区
堤防整備

横山・大石田地区
堤防整備

2

1

3

4

5

6

7

8
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※現時点での予定であり、今後の事業進捗によって変更となる場合があります。

最上川中流大規模災害関連事業
～令和2年7月豪雨の治水対策～

新庄河川事務所 令和5年1月31日現在

大規模災害関連事業

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 令和７年度 令和８年度 令和９年度 令和１０年度 令和１１年度

河道掘削

白須賀地区

堤防整備

横山・大石田地区

堤防整備

河道掘削

堤防整備

設 計 用 地 堤防整備

設計

～計画に関する問い合わせ～
新庄河川事務所 工務第一課 TEL：0233-22-0254

～工事に関する問い合わせ～
新庄河川事務所 最上南部流域治水出張所 TEL：0233-75-2204
新庄河川事務所 大石田出張所 TEL：0237-35-2024

尾花沢市

新庄市

山形市

米沢市

酒田市

大石田町

横山・大石田地区
堤 防 整 備

白須賀地区
堤防整備

凡 例

大規模災害

うち、工事着手

うち、工事完了

事業箇所

戸沢村

大蔵村

新庄市
舟形町

大石田町

尾花沢市

鮭川村

河道掘削

完
了
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河 道 掘 削

白須賀地区
（大蔵村）

大蔵橋

銅山川

最上川
56.0k

横山・大石田地区堤防整備

調査設計 27％

工 事 0％

着手前状況
(横山・大石田地区)

白須賀地区堤防整備

設 計

工 事

完成状況

（45.5k～82.5k)
用地調査 0％

0％用地補償

第３回住民説明会状況（R4.10.31）

施工状況

87.0k

虹の大橋

洪水状況(R2.7.29）

大石田大橋

朧気川

87.0k

虹の大橋

大石田大橋

大石田地区
（大石田町）

横山地区
（大石田町）

洪水状況(R2.7.29）

設 計

工 事

100％

45％
鶴の子地区
（新庄市）

作の巻地区
（大蔵村）

白須賀地区（大蔵村）

53.0k

洪水状況
(R2.7.29） 烏川地区（大蔵村）

《清水地区》

着手前状況 施工状況

《烏川地区》
着手前状況 施工状況

銅山川

掘削量：300千m3／654千m3

100％

盛土量：19千m3／19千m3

大石田地区
（大石田町）

横山地区
（大石田町）

撮影日(R4.6）

撮影日(R4.5）撮影日(R4.1）

100％

撮影日(R4.8）

最上川 最上川

撮影日(R5.1）

撮影日(R5.1）

銅山川
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山 形 県

県の治水対策の取組状況
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【R2.7豪雨】 １ 復旧の取組み（公共土木施設災害復旧の状況）

R2.7月豪雨による県土整備部所管施設の被害・復旧数

本沢川 （山形市長谷堂）

銅山川 （大蔵村肘折）

被災状況(R2.7.29) 工事完了(R3.5.1)

工事完了(R3.9.1)

応急工事後(R2.8.6)

応急工事後(R2.10.6)

被 災
箇所数

完 了
箇所数

備 考

河 川 244 242 R4年度内完了

砂 防 4 4 完了

道 路 77 ７２ R4年度内完了

橋 梁 2 ２ 完了

計 327 3２０

令和２年７月豪雨による県土整備部が所管する「公共土木施設災害復旧事業※」の実施箇所数は、
327か所で工事費は約79億円

※公共土木施設災害復旧事業とは、大雨などの異常気象により被災した施設を国庫負担を得て原形に復旧する事業

令和４年１２月末までに、320か所で工事が完了、残りの7か所も今年度に完了予定

（２） 災害復旧事業の進捗状況

（１） 公共土木施設災害の状況
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【R2.7豪雨】 ２ 治水対策の取組み

（１） 令和２年７月豪雨の浸水被害の状況
被害要因 被害総数

バックウォーター １５

内水氾濫 １０

現況流下能力超過 ４２

合計 ６７

県管理河川の被害総数(要因別）

① ７月豪雨で家屋浸水等の被害が発生した河川（Ｒ３調査着手→新規事業）

② ７月豪雨を含む近年の洪水により浸水被害が発生した河川（継続事業）

③ 沿川に住宅地が多く浸水被害が想定される河川（継続事業）

① 河川整備による再度災害防止
令和２年７月豪雨と同規模の洪水等に対し浸水

被害の解消を図ることを目標として、「防災・減災、
国土強靱化のための５か年加速化対策予算」を活
用し、概ね10年間（令和2年度～11年度）で35河
川（右図）、約500億円規模の河川整備を集中的

に実施

最上川本川で９か所、
県管理河川では67か所
で浸水被害が発生

（2）県の治水対策の取組状況

R２年7月豪雨の状況（月布川[大江町]）
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❖ 令和４年度からの新規事業箇所
令和２年７月豪雨で浸水被害が発生した古佐川や和田川など、

６か所７河川で今年度事業着手。

古佐川（河北町） 和田川（高畠町）

【R2.7豪雨】 ２ 治水対策の取組み

7輪中堤整備状況（R4.7月）

最上川

国道47号

至酒田

←角間沢川

輪中堤

蔵岡地区

10



施工状況（R4.10月）

白水川

【R2.7豪雨】 ２ 治水対策の取組み

8

施工状況（R4.11月）

大旦川 新川

調節池

大旦川
排水機場

大旦川の水を一時的に貯めることで、令和
２年７月規模の豪雨での家屋浸水を解消
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【R2.7豪雨】 ２ 治水対策の取組み
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【R2.7豪雨】 ３ 今後の対応 ~浸水想定区域図の空白域の解消~

近年、中小河川等の水害リスク情報の提供を行っていない水害リスク情報の空白域で多くの浸水被害が発生。
水害リスク情報の空白域を解消するため、R3水防法を改正し、浸水想定区域図及びハザードマップの作成・公表の対象を全
ての一級・二級河川に拡大。
洪水浸水想定区域図は令和７年度までに完了を目指す。

R4国土交通省水管理・国土保全局関係 予算概要より抜粋

住宅等の防護対象
のある中小河川

■水害リスク情報の空白域において浸水被害が多発 ■浸水想定区域の指定対象を拡大

・洪水予報河川、水位周知河川においては、H28～R1に70河川で作成済み。

・その他河川については、国の目標に合わせ令和7年度完了を目指す。

山形県の対応

1013



支川における対策

１．目的

・支川の河川水位を低下させるため、河道掘削を実施。
・出水による堆積土砂を撤去し、流下能力を確保する。

２．取組
置賜白川や元宿川など、県が管理する支川の河道掘削等を

実施する。
事業期間：令和４年度～令和５年度

河道掘削等

令和4年8月撮影

１．目的

豪雨に伴い被災した河川管理施設（護岸、護床など）
の早期復旧を図る。

２．取組
犬川や置賜白川など、県が管理する支川において、災害復旧

を実施する。
事業期間：令和４年度～令和６年度

災害復旧

令和4年8月撮影

災害復旧箇所

【河道掘削のイメージ】

【災害復旧のイメージ】

※河道掘削の位置等は、今後の詳細検討により決定します。

水位低減 ▽R４.８洪水水位

▽対策後の水位

河道掘削

▽R４.８洪水水位

飯豊町小白川地区

川西町玉庭地区

※山形県内全て
○緊急浚渫推進事業債 ： 約 6億円
○緊急自然災害防止事業債 ： 約27億円

※山形県内全て
○災害復旧事業 ： 約４７億円、１29箇所

【R4.8豪雨】 １ 復旧の取組み（河道掘削等、災害復旧）
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○ 原形復旧のみでは事業効果が限定されることから、河道拡幅や河床掘削等の災害復旧（河道
整備）を行うことで流下能力を向上させ、再度災害防止を図る。

○ 事業期間：令和４年度～令和７年度

←

萩
生
川

令和4年8月撮影

萩生川

二反田橋

河道掘削

小白川

令和4年8月撮影

ＪＲ橋（米坂線）

大巻橋

【河道整備イメージ】

▽対策後の水位

水位低減 ▽R４.８溢水水位

▽計画高水位

河道整備

【河道整備イメージ】

▽対策後の水位

水位低減 ▽R４.８溢水水位
▽計画高水位

最上川の支川における対策（県） 災害復旧(河道整備)

河道整備河道整備

※小白川、萩生川（飯豊町）
○災害復旧（河道整備）事業 ： 約３１億円

【R4.8豪雨】 １ 復旧の取組み（災害復旧（河道整備））
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この度、令和４年８月豪雨の被害を踏まえ、置賜地域において洪水時の河川状況の把握や
水害リスクの周知等を目的として、危機管理型水位計、簡易型河川監視カメラを設置。

危機管理型水位計 ：黒川（川西町黒川）、萩生川（飯豊町萩生）、小白川（飯豊町小白川） … R4.9 .30運用開始

簡易型河川監視カメラ：荒川（小国町越中里）、荒川（小国町若山） …S5.1 .4運用開始

萩生川（飯豊町萩生）、小白川（飯豊町小白川） … R5.1 .27運用開始

黒川（川西町） 萩生川（飯豊町） 小白川（飯豊町） 荒川（小国町）

被災状況

水位計設置状況

被災状況

水位計設置状況

カメラ画像

被災状況

水位計設置状況

カメラ画像

被災状況

カメラ画像カメラ画像

【R4.8豪雨】 ２ 治水対策の取組み

1316



■目的

洪水時の水位観測に特化した低コスト型水位計を広く設
置し、これまで水位計が無かった河川や細やかな水位
把握が必要な河川等における水位観測網の充実を図り、
住民の避難行動や自治体の避難勧告等の判断基準等

に資する。
■主な経緯

・H30.11月の「防災・減災、国土強靱化のための３か年
緊急対策」に基づき、簡易型河川監視カメラの設置が

全国的に推進
・本県ではH30年度に85基を設置、H31.4月より運用開

始
■設置箇所選定の考え方

・既存水位計の受け持ち区間が長く、補完が必要な河川
・役場等の重要施設が近接
・DID地区（市街地）等を貫流

・直轄の背水対策に課題のある河川 など

総合支庁
設置台数

危機管理型
水位計

従来型
水位計

村山

本庁舎 １８基 ２０基

西庁舎 ７基 ３基

北庁舎 ４基 １５基

最上 １８基 １２基

置賜
本庁舎 ９基 １５基
西庁舎 ９基 ４基

庄内 ２３基 ３１基

合計 ８８基 １００基

水位計の設置台数（R4.10月現在）

危機管理型水位計の概要
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簡易型河川監視カメラの概要

出水時にリアリティーのある洪水状況を画像として住民と
共有し、適切な避難判断を促すため、新たに簡易型河川
監視カメラ※91基を令和元年度に設置（R5.1現在96基）
最新の画像を河川情報センターが運営する「川の防災情
報」のホームページで公開開始 （令和2年4月1日運用開始）

簡易型河川監視カメラの増設に関して今後検討予定
※ 機能を限定することにより 低コスト化を図ったもので、一定間隔
で静止画像を撮影し、LTE回線などの無線通信で伝送するもの

凡例

● 簡易型河川監視
カメラ 9６基

● 従来型監視
カメラ 5基

▲ 試験画像（左：昼間 右：夜間）

総合支庁
設置台数

簡易型河川
監視カメラ

従来型監視
カメラ

村山
本庁舎 １６基 ４基
西庁舎 ２基
北庁舎 １５基

最上 １１基 １基

置賜
本庁舎 １５基
西庁舎 ６基

庄内 ３１基
合計 ９６基 ５基

設置した簡易型
河川監視カメラ

R5.1月 現在
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報 道 機 関 各 位 

令 和 ５ 年 ２ 月 ６ 日 

農 林 水 産 部 

 

山形県田んぼダム推進情報連絡会（第２回）の開催について 
 

近年、豪雨災害が激甚化・頻発化している状況を受け、県内では河川流域の全

ての関係者が協働で取り組む「流域治水」が推進され、水害を軽減する取組みが

進められています。 

県では、その一環として、水田の雨水貯留機能を活用し、洪水の流出時間を遅

らせる「田んぼダム」の推進に取り組んでおり、今年度から活動団体や関係行政

機関で構成する情報連絡会を設置して、効果の検証や情報発信を行っています。 

このたび、今年度第２回の山形県田んぼダム推進情報連絡会を下記のとおり開

催いたします。ぜひ取材くださるようお願いいたします。 

 

記 
 
１ 日 時  令和５年２月 13 日（月） 10 時～12 時 
 
２ 会 場  タスパークホテル（長井市館町北 6-27 電話 0238-88-1833） 
 
３ 内容 
（１）田んぼダム貯留機能効果の検証結果について 
（２）全国及び県内の取組事例集の作成について 
（３）今後の予定について 
（４）意見交換  等 

 
４ 参集者 

・ 活動団体：NPO 法人みさと田園空間クリエーターズ（天童市）、塩野地域  
資源保全会（新庄市）、野川地域農地・水・環境保全組織（長井市）、 
農地・水・環境保全組織いなばエコフィールド協議会（鶴岡市） 

・ 行政機関等：置賜管内の８市町、東北農政局、山形県、山形県土地改良 
事業団体連合会 

・ オブザーバー：新潟大学農学部 宮津助教 
 
５ その他 

 会場内に記者席を用意しますので御利用ください。 
 

プレスリリース 

【問合せ先】 
  農村整備課 農村防災・災害対策主幹 

         安達 邦明 電話 023-630-2157 
報 道 監  農林水産部次長 森谷 健 

（田んぼダムとは） 

水田に雨水が貯留される機能を活用し、下流域などの湛水被害リスクを低減する取組み。 

水田の落水口に、流出量を抑制する穴の開いた調整板など取り付けることで、水田に降った
雨水を時間をかけてゆっくりと排水し、水路や河川の水位の上昇を抑えて溢れる水の量や範囲
を抑制するもの。 
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